
１３９ 
 

 

 

令
和
四
年
六
月
十
日
提
出 

質
問
第
一
三
九
号 

       
 
 

憲
法
改
正
に
よ
る
緊
急
事
態
条
項
の
規
定
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

松

原

 

仁 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

憲
法
改
正
に
よ
る
緊
急
事
態
条
項
の
規
定
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
や
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
度
重
な
る
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
な
ど
、
国
民
が
現
に
他
国
か
ら
の
軍
事
侵
攻
の
恐
れ
を
感
じ
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
令
和
四
年
五
月
に
日
本
放
送
協

会
が
行
っ
た
世
論
調
査
で
も
、
憲
法
改
正
し
て
「
緊
急
事
態
条
項
」
を
設
け
る
べ
き
と
の
質
問
に
対
し
、
賛
否
が
と
も
に
四

十
％
で
均
衡
し
て
い
る
。 

 

憲
法
を
改
正
し
て
「
緊
急
事
態
条
項
」
を
設
け
る
こ
と
の
意
味
は
、
内
閣
総
理
大
臣
若
し
く
は
内
閣
が
緊
急
事
態
と
判
断
し

た
場
合
に
、
法
律
で
は
な
く
政
令
で
基
本
的
人
権
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
あ
る
（
以
下
、
本
質
問

主
意
書
に
お
い
て
、
か
か
る
内
容
を
伴
う
緊
急
事
態
条
項
を
「
緊
急
事
態
条
項
」
と
い
う
）
。 

 

か
か
る
緊
急
事
態
条
項
の
危
険
性
は
、
近
年
の
ト
ル
コ
共
和
国
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
七
月

十
五
日
に
発
生
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
を
受
け
て
同
国
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
、
同
月
二
十
二
日
に
同
国
憲
法
に
基
づ

い
て
「
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
た
。
同
宣
言
に
よ
り
、
議
会
で
の
審
議
可
決
を
経
る
こ
と
な
く
大
統
領
を
議
長
と
す
る
閣

僚
会
議
が
法
律
と
同
等
の
効
力
を
持
つ
政
令
を
発
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
大
統
領
に
は
、
閣
僚
会
議
を
構

成
す
る
首
相
指
名
権
及
び
大
臣
任
命
権
並
び
に
大
臣
解
任
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
個
人
に
よ
る
独
裁
が
可
能
と
な
っ
て
い



 

２ 

 

る
。 

 

実
際
に
、
同
大
統
領
は
、
同
宣
言
の
発
出
以
後
、
基
本
的
人
権
の
保
護
を
定
め
た
欧
州
人
権
条
約
の
効
力
を
一
時
停
止
し
、

犯
罪
に
関
連
し
た
と
同
国
捜
査
当
局
が
み
な
す
人
物
を
令
状
な
し
に
拘
束
で
き
る
期
間
を
三
十
日
に
延
長
し
た
。
そ
し
て
、
同

大
統
領
は
同
宣
言
を
奇
貨
と
し
て
、
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
と
は
無
関
係
の
左
派
や
ク
ル
ド
人
を
対
象
と
し
て
、
十
五
万
人
を
超
え

る
公
務
員
や
軍
人
を
免
職
と
し
、
約
千
社
の
企
業
を
接
収
し
、
約
百
五
十
の
メ
デ
ィ
ア
を
閉
鎖
に
追
い
込
ん
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
同
宣
言
は
平
成
三
十
年
七
月
十
九
日
の
解
除
ま
で
約
二
年
続
い
た
。 

 

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
に
お
い
て
も
、
同
国
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
緊
急
事
態
条
項
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
戒
厳
令

が
約
二
年
七
か
月
と
長
期
間
に
わ
た
っ
た
。
同
国
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
（
当
時
）
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
三
日
、
同
日

発
生
し
た
同
国
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
マ
ラ
ウ
ィ
市
で
の
イ
ス
ラ
ム
系
反
政
府
勢
力
と
の
戦
闘
を
受
け
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
戒

厳
令
を
布
告
し
た
。
同
国
憲
法
に
は
、
戒
厳
令
の
期
間
を
、
六
十
日
を
超
え
な
い
期
間
と
の
規
定
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
議
会

に
対
し
、
戒
厳
令
宣
言
を
取
り
消
す
権
限
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
延
長
権
限
も
与
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
同
国
憲
法
に

は
、
市
民
が
最
高
裁
判
所
へ
戒
厳
令
の
必
要
性
に
疑
義
を
提
出
す
る
権
限
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
同
国
の
戒
厳
令
は
、
令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
、
そ
の
期
間
は
前
記
の
と
お
り
約
二
年
七
か
月
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と
長
期
間
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
ト
ル
コ
共
和
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
事
例
は
、
緊
急
事
態
条
項
の
危
険
性
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
も
の
で
あ

る
。
憲
法
上
、
一
個
人
に
よ
る
独
裁
が
可
能
と
さ
れ
れ
ば
、
牽
制
機
能
が
有
効
に
機
能
す
る
可
能
性
は
低
く
、
基
本
的
人
権
は

い
ず
れ
蹂
躙
さ
れ
、
期
間
制
限
な
ど
無
意
味
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
、
憲
法
上
、
緊
急
事
態
条
項
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
が
、
政
府
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
以
外
に
緊
急
事
態
条
項
を
憲
法
上
設
け
て
い
な
い
国
を
何
か
国
と
把
握
し
て
い
る
か
。 

二 

政
府
と
し
て
、
現
行
法
の
枠
内
で
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、
内
閣
を
構
成
す
る
そ
の
他
の
国
務
大
臣
の
す
べ
て
を
罷
免
し
、

当
該
大
臣
を
兼
務
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。 

三 

前
項
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
単
独
に
よ
る
内
閣
の
構
成
が
可
能
と
す
る
と
、
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
は
、
内
閣
総
理

大
臣
単
独
で
の
基
本
的
人
権
の
制
限
を
許
容
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


